福島原子力発電所事故における管理者メッセージの分析 : リスクコミュニケーションの心理モデルに基づく官邸発表の検討 by 竹西 正典 et al.
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Ⅰ　問　題

















































































































































































































































































































































































































































1） 期間内（3 月 12 日から 4 月 11 日まで）の全コ
ンテンツの分布。
2） 原発事故対応のトピックが多くを占めた前半（3
月 12 日午前から 16 日午前までのメッセージ）
と放射能汚染対策が主となった後半（16 日午後
から 4月 11 日午後までのメッセージ）の分布。
3） 期間内に出されたメッセージを 4期に分割した
分布。1期から3期が14個のメッセージ（表1メッ
セージ番号 1～ 14、15 ～ 28、29 ～ 42 にそれぞ











55 個、全ステートメント数は 564 個、4人のコーダー
によって判断されたコンテンツの総数は 3387 個で
あった。1 ステートメントあたりのコンテンツ数は






















後者では、メッセージ数 24 個（メッセージ番号 32 か








原発事故について 放射能汚染について 避難について その他の対応








3月 12 日午後 6 1 号炉　水素爆発 第 2原発の 10km避難指示
7 〈落ち着いて対応を〉
8 1号炉ベント　モニタリング数値 20km避難指示












3月 13 日午後 16 3号炉　海水注入　水素爆発可能性 モニタリング値　上昇
17 3 号炉　水位上がらず
3月 14 日午前 18 3 号炉　水素爆発
19 給水停止・再開の繰り返し
3月 14 日午後 20 〈格納容器の健全性は維持〉 〈放射性物質が大量に飛び散る可能性は低い〉
21 2 号炉　水位低下 モニタリング数値の上昇なし
22 1, 2, 3 号炉　注水再開
3月 15 日午前 23 事故対策統合本部　設置
24 2号炉　サプレッションプール損傷
25 4 号炉　火災　　2号炉　白煙 サイト内放射線 400mSv〈身体に影響を及ぼす可能性のある数値〉 20-30km　屋内退避
3月 16 日午前 26 3 号炉　白煙










3月 18 日午前 30 燃料プールへ放水
3月 19 日午後 31 原子炉注水　プール注水
32 ホウレンソウ、牛乳、暫定基準値超え
3月 20 日午後 33 〈全力を上げて取り組んでいただいている〉
34 ホウレンソウ、原乳、暫定基準値超え
3月 21 日午後 35 ホウレンソウ、原乳、出荷制限指示 〈冷静な対応を〉
36 3 号炉から白煙
37 対策本部　合同会議
3月 23 日午前 38 福島県産、葉菜類、原乳、出荷制限・摂取制限指示
3月 23 日午後 39 SPEEDI分析結果　被爆の試算
3月 25 日午前 40 20-30km　屋内退避者への支援
3月 28 日午前 41 20km圏内　立ち入り規制の継続
3月 29 日午後 42 周辺地域への生活支援 原子力被災者生活支援チーム設置
4月 03 日午後 43 子どもの甲状腺被爆調査
汚染水の海へ
の流出・放出




4月 05 日午後 48 魚介類から放射性ヨウ素検出
4月 06 日午前 49 汚染水流出 〈より詳細な丁寧な説明が必要ではなかったかというご指摘〉
4月 08 日午前 50 （前夜に起きた）余震への対策
4月 08 日午後 51 ホウレンソウ、原乳、出荷制限解除
52 土壌調査　稲の作付制限の可能性
4月 11 日午前 53 （震災 1ヶ月め）〈改めて決意を〉


















































































原発事故対応 3月 12 日より19 日午前 31 338 2032 1.50 57.82 25.84 16.34










較すると、2期が 1.30 個で最も少なく、1期が 1.80 と
最も多い。また事実性に関わるコンテンツの割合は 3






























2 ）科学的評価・測定値 2.17 0.37
3 ）現在の対処・措置の開示（自） 9.60 12.99
4 ）現在の対処・措置の開示（他） 8.51 2.95
5 ）今後の対処・見通し 6.35 6.49
6 ）理由・根拠の提示 1.43 1.85
7 ）未確認情報・仮説 4.08 0.81
8 ）危険可能性への言及 2.17 1.03












































136 798 1.40 55.26 28.82 15.91





時系列 1期 2期 3期 4期
















1）事実・出来事の開示 19.32 24.44 23.18 32.51
2 ）科学的評価・測定値 1.57 3.00 0.38 0.28
3 ）現在の対処・措置の開示（自） 15.58 5.22 11.40 13.36
4 ）現在の対処・措置の開示（他） 7.73 8.79 4.76 2.75
5 ）今後の対処・見通し 5.56 5.51 9.40 5.37
6 ）理由・根拠の提示 2.05 1.06 2.01 1.38
7 ）未確認情報・仮説 2.05 5.80 1.63 0.55
8 ）危険可能性への言及 1.93 2.61 1.13 0.83
9 ）危険安全への直接言及 3.26 0.48 1.38 2.48
配慮性に関わる
コンテンツ
10）管理姿勢の主張 11.96 6.38 10.03 10.06
11）科学的評価の平明化 0.60 1.45 1.63 0.83
12）専門用語の解説 0.72 0.58 1.88 0.69
13）将来的情報開示の約束 1.09 1.06 1.50 1.93
14）受け手の感情・立場理解 7.73 5.22 5.76 10.19
15）行動の指示・アドバイス 5.31 5.80 4.51 5.92
16）謝罪・責任の明言 0.36 0.48 0.00 0.69
17）問い合わせ先の呈示 0.00 0.00 0.38 2.48
18）根拠なき安全主張 2.78 3.00 3.13 0.28
冗長性に関わる
コンテンツ
19）既存情報 5.07 9.18 8.52 0.69
20）その他 5.31 9.95 7.39 6.75
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